
カ
ン
ト
の
最
初
の
論
文
に
就
て

桑
木
彧
雄

カ
ン
ト
の
最
初
の
論
文
と
し
て
知
ら
る
る
は
、

「
活
力
の
真
の
計
量
に
就
て
の
考
察
、
及
び
ヘ
ル
・
フ
ォ
ン
・
ラ
イ
ブ
ニ
ツ
並
に
他
の
力
学
者
が
こ
の
論
争
に
用
い
た
証
明
の
判

断
、
附
一
般
に
物
体
の
力
に
関
す
る
序
論
」

と
題
し
、論
文
の
初
め
に
デ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
言
葉
が
あ
り
、其
日
附
に
一
七
四
七
年
四
月
二
十
二
日
と
あ
る
。
ク
ー
ノ
ー
・
フ
ィ
ッ

シ
ャ
ー
に
従
え
ば
、「
彼
は
之
に
依
り
て
同
時
に
彼
れ
の
第
二
十
四
回
の
誕
生
日
を
記
念
せ
し
め
た
」
の
で
あ
る
。
カ
ン
ト
が
こ
の
前
年

父
を
失
い
、大
学
生
生
活
を
去
っ
て
此
年
家
庭
教
師
の
職
を
求
め
た
こ
と
、此
論
文
が
一
七
四
六
年
に
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
大
学
哲
学
科

の
デ
カ
ン
へ
提
出
し
た
ア
ル
バ
イ
ト
で
あ
っ
た
こ
と
、
論
文
の
印
刷
費
の
こ
と
な
ど
多
く
の
彼
れ
の
伝
記
に
詳
し
い
。(K

.
V
orlän

d
er,

S
.
29–30.

E
.
C
assirer,

S
.
24.

）
　し

か然　
し
な
が
ら
、
四
六
年
に
提
出
し
た
も
の
と
こ
の
論
文
と
が
内
容
に
於
て
か
な
り
の
相
違
が
あ
る
で

あ
ろ
う
こ
と
は
、
論
文
の
一
〇
七
節
に

d
ie

vom
H
errn

P
rofessor

G
ottsch

ed
en

ü
b
ersetzte

G
ru
n
d
leh

ren
d
er

N
atu

rw
issen

sch
aft

d
es

H
errn

P
eters

von
M
u
-

sch
en
b
ro
ek
,
d
ie

in
d
er

O
sterm

esse
d
ieses

1747
sten

J
ah

res
an

d
as

L
ich

it
getreten

sin
d
.

な
る
書
物
を
彼
が
得
た
こ
と
を
記
し
、
こ
の
ミ
ュ
ッ
シ
ェ
ン
ブ
ロ
エ
ク
の
書
物
が
論
文
中
諸
所
に
引
用
し
て
あ
る
の
で
明
か
で
、
又
一

七
四
七
年
復
活
祭
の
市
に
此
書
の
独
訳
が
初
め
て
現
わ
れ
た
と
あ
る
に
依
れ
ば
、
此
論
文
は
既
記
デ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
日
附
の
頃
初

め
て
完
成
せ
ら
れ
た
と
見
る
こ
と
を
得
る
よ
う
で
あ
る
。
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運
動
せ
る
物
体
に
於
け
る
力
の
計
量
に
関
し
、
之
を
速
度
に
比
例
す
と
す
る
デ
カ
ル
ト
の
説
と
、
速
度
の
自
乗
に
比
例
す
と
す
る
ラ

イ
ブ
ニ
ツ
の
説
と
が
対
立
し
、
十
七
世
紀
末
以
来
、
殆
ど
半
世
紀
に
渉
っ
て
欧
洲
の
数
多
の
有
名
な
学
者
が
両
学
派
に
分
れ
て
之
に
就

て
論
争
し
た
こ
と
は
学
術
史
上
著
名
な
事
実
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
就
て
、若
き
カ
ン
ト
が
　い

わ
ゆ
る

所
謂　「
意
気
軒
昂
」こ
の
論
文
に
於
て
、之

が
解
決
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
紙
数
「
十
五
ボ
ー
ゲ
ン
以
上
」、
文
献
該
博
、
又
実
に
其
題
目
の
故
で
こ
の
論
文
は
当
時
の
　ド

イ
ツ
独
逸　
の
学

会
に
広
く
注
意
せ
ら
れ
た
。
当
時
同
じ
く
若
か
り
し
レ
ッ
シ
ン
グ
の
嘲
弄
的
エ
ピ
グ
ラ
ム
、

「
彼(

カ
ン
ト)
は
活
力
を
量
つ
た
、

唯
だ
彼
は
彼
れ
の
力
を
量
ら
な
か
っ
た
。」

(M
eyers

K
l.
A
u
sg.,

L
essin

gs
W
erke,

B
d
.
I.
S
.111)

と
い
う
の
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　し
か然　

し
な
が
ら
、
カ
ン
ト
の
論
文
発
表
に
先
ち
、
一
七
四
三
年
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
は
其T

raité
d
e
d
y
n
am

iq
u
e

の
中
で
、
こ
の
力
の
計

量
の
論
争
を
、
無
用
な
形
而
上
学
的
議
論
、
又
は
無
価
値
な
言
葉
の
争
に
過
ぎ
な
い
と
裁
断
し
た
の
で
爾
後
問
題
も
終
熄
し
た
と
せ

ら
れ
て
い
る
。
カ
ン
ト
も
か
な
り
に
フ
ラ
ン
ス
の
文
献
を
奉
げ
て
あ
る
が
、
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
の
を
知
ら
ず
、
又
四
一
年
に
出
た
、
価
値

は
と
に
か
く
、
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
が
こ
の
問
題
に
就
て
書
い
た
も
の
も
知
ら
な
か
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
カ
ン
ト
の
論
文
に
つ
い
て
は
、

マ
ッ
ハ
の
力
学
史
に
は
全
く
記
載
が
な
く
、
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
の
に
は
僅
に
「
カ
ン
ト
の
く
だ
く
だ
し
き
処
女
作
」(K

an
ts

w
eitsch

w
eige

E
rstlin

gssch
rift)

と
し
て
記
載
し
て
あ
る
に
止
ま
つ
て
い
る
。
カ
ン
ト
の
論
文
は
　む

い
か
の
あ
や
め
・
と
お
か
の
き
く

六
菖
十
菊　
と
云
う
よ
り
も
寧
ろ
ダ
ラ
ン
ベ
ー

ル
が
既
に
無
用
の
辞
と
断
じ
た
種
類
に
属
す
べ
き
も
の
で
、
力
学
的
部
分
に
も
誤
謬
も
あ
り
、
当
時
に
於
て
も
有
力
な
論
文
と
称
す
る

を
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
カ
ッ
シ
イ
ラ
ー
等
も
云
う
よ
う
に
、
ザ
ッ
へ
よ
り
も
メ
ト
ー
デ
に
於
て
、
イ
ン
ハ
ル
ト
よ
り
も
ト
ー
ン

に
於
て
、
カ
ン
ト
の
生
涯
の
仕
事
を
解
す
る
上
に
於
て
も
重
要
な
る
著
作
と
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
又
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル

の
裁
断
が
問
題
の
真
相
を
逸
し
て
い
る
こ
と
も
定
評
が
あ
り
、
こ
の
論
文
に
於
け
る
カ
ン
ト
の
考
察
の
大
体
を
辿
る
こ
と
を
無
用
と
せ
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ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

ク
ー
ノ
ー
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
分
類
に
依
れ
ば
、
こ
の
論
文
は
カ
ン
ト
の
批
評
前
の
時
代
の
中
、
ハ
ビ
リ
タ
チ
オ
ン
前
の
時
期
の
初

頭
に
位
し
、
此
小
時
期
に
彼
は
こ
の
論
文
の
外
、
か
の
星
雲
説
の
論
文
に
至
る
四
篇
の
自
然
科
学
的
乃
至
自
然
哲
学
的
論
文
を
書
い
た
。

其
頃
彼
は
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
科
学
、
ヲ
ル
フ
の
哲
学
に
最
も
多
く
影
響
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
ハ
ビ
リ
タ
チ
オ
ン
の
は
　ラ

テ
ン
羅
甸　
文
で
あ
る
が
、

以
上
の
四
篇
は
　ド

イ
ツ
独
逸　
文
で
あ
る
。

こ
の
論
文
は
序
文
十
三
節
、
本
文
三
部
百
六
十
三
節
よ
り
成
る
。
序
文
に
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
や
ラ
イ
ブ
ニ
ツ
の
如
き
権
威
に
対
し
異
説

を
敢
て
す
る
こ
と
に
就
て
、
真
理
の
前
に
権
威
の
な
い
こ
と
を
弁
明
し
て
あ
る
。
ス
コ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
時
代
を
去
る
こ
と
遠
く
も
な

く
、
又
学
派
の
争
に
直
面
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
是
等
の
言
に
も
意
味
が
あ
る
。
又
こ
の
研
究
を
以
て
自
ら
選
ん
だ
生
涯
の
第
一

歩
と
し
、
こ
の
途
に
勇
往
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
あ
る
。
又
デ
カ
ル
ト
と
ラ
イ
ブ
ニ
ツ
と
の
よ
う
な
有
力
な
理
論
が
対
立
し
て
い
る
場

合
に
は
恐
ら
く
其
中
間
に
真
理
が
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
単
な
る
折
衷
で
な
く
、
真
理
を
反
対
説
の
根
柢
か
ら
の
調
和
に
求
め

る
と
い
う
こ
と
、
カ
ン
ト
の
生
涯
の
仕
事
に
通
じ
た
傾
向
で
、
例
え
ば
こ
の
論
文
が
デ
カ
ル
ト
と
ラ
イ
ブ
ニ
ツ
と
を
調
和
し
、「
天
体

の
自
然
史
」
に
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
機
械
観
と
ラ
イ
ブ
ニ
ツ
の
目
的
観
と
を
調
和
し
、
ハ
ビ
リ
タ
チ
オ
ン
の
論
文
に
ヲ
ル
フ
と
ク
ル
ジ
ウ
ス

と
を
調
和
し
た
の
な
ど
数
え
ら
れ
る
。

デ
カ
ル
ト
と
ラ
イ
ブ
ニ
ツ
と
の
力
の
計
量
の
相
違
と
い
う
こ
と
、
今
日
の
用
語
で
表
わ
せ
ば
、
デ
カ
ル
ト
は
、
力
は
質
量
と
速
度
と

の
積
、
即
ち
運
動
量
で
量
ら
れ
、
世
界
に
於
け
る
其
総
和
は
不
変
で
あ
る
と
云
い
、
ラ
イ
ブ
ニ
ツ
は
、
力
は
質
量
と
速
度
の
自
乗
と
の
積

で
量
ら
れ
、
世
界
に
於
け
る
こ
の
積
の
総
和
が
不
変
で
あ
る
と
い
う
。
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
力
学
で
は
力
は
質
量
と
加
速
度
と
の
積
で
量
ら

れ
る
。
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
い
う
力
に
時
間
を
乗
ず
れ
ば
デ
カ
ル
ト
の
力
を
得
、
距
離
を
乗
ず
れ
ば
ラ
イ
ブ
ニ
ツ
力
を
得
る
。
総
和
の
不
変

と
い
う
こ
と
、
デ
カ
ル
ト
の
い
う
力
の
保
存
は
、
弾
性
体
衝
撃
の
場
合
に
は
、
若
干
の
條
件
で
任
意
方
向
に
於
け
る
成
分
に
就
て
考
う

れ
ば
真
で
あ
り
、
ラ
イ
ブ
ニ
ツ
の
い
う
力
の
保
存
は
、
力
学
の
範
囲
に
於
け
る
仕
事
の
保
存
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
保
存
を
云
っ
た
も
の
で
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あ
り
、
何
れ
も
部
分
的
に
真
理
を
現
わ
し
、
特
に
力
の
計
量
の
争
と
い
う
如
き
は
単
な
る
用
語
の
問
題
と
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　し

か然　

し
な
が
ら
、
何
を
力
と
名
く
る
か
、
力
と
は
何
で
あ
る
か
と
問
う
と
き
、
　や

や動　
も
す
れ
ば
形
而
上
学
に
入
る
。

カ
ン
ト
は
論
文
の
第
一
部
「
一
般
に
物
体
の
力
に
就
て
」
と
題
す
る
中
で
、

「
運
動
せ
る
物
体
は
力
を
有
す
と
い
う
。
抵
抗
に
打
勝
ち
、
ば
ね
を
張
り
、
物
を
動
か
す
故
で
あ
る
。
こ
の
力
は
全
然
外
部
か
ら

与
え
ら
れ
る
も
の
で
、
物
体
は
静
止
し
て
い
れ
ば
何
等
の
力
を
も
有
し
な
い
と
、
か
よ
う
に
ラ
イ
ブ
ニ
ツ
前
の
世
界
の
学
者
は
凡

て
信
じ
て
い
た
。
唯
だ
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
だ
け
は
取
除
け
で
あ
っ
た
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
エ
ン
テ
レ
キ
ー
と
い
う
不
明
な
も
の

を
物
体
の
作
用
の
上
に
置
い
て
解
け
な
い
謎
と
し
た
。
其
後
に
於
て
ラ
イ
ブ
ニ
ツ
が
初
め
て
、
物
体
に
は
或
る
本
質
的
な
力
が
内

在
す
る
と
し
た
の
で
あ
る
。」

と
云
っ
て
あ
る
。
ラ
イ
ブ
ニ
ツ
の
云
う
活
力
を
、ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
エ
ン
テ
レ
キ
ー
、中
世
の
学
者
の
オ
ッ
カ
ル
ト
・
フ
ォ
ー
ス
に
類

推
せ
し
め
て
い
た
の
で
カ
ン
ト
は
形
而
上
学
に
入
る
を
免
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　し

か然　
し
な
が
ら
カ
ン
ト
自
身
は
後
の
転
期
に
於
て
は

　も
と固　
よ
り
、
こ
の
論
文
に
於
て
も
形
而
上
学
に
入
る
こ
と
を
戒
め
て
実
験
に
問
い
経
験
に
求
め
て
い
る
用
意
は
随
所
に
見
出
さ
れ
る
。
当

時
に
於
て
も
形
而
上
学
と
科
学
と
の
背
馳
は
明
か
で
あ
っ
た
。

カ
ン
ト
は
一
〇
六
節
の
標
題
にW

ir
h
ab

en
n
o
ch

kein
e
D
y
n
am

ik

と
記
し
て
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ト
ン
、
ホ
イ
ゲ
ン
ス
、
オ
イ
ラ
ー
、

ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
の
既
に
在
っ
た
当
時
に
此
言
は
穏
当
で
な
い
と
も
云
え
る
が
、
静
力
学
は
ア
ル
キ
メ
デ
ス
以
後
中
世
に
於
て
も
数
学
的

に
論
ぜ
ら
れ
、
仮
速
度
の
原
則
な
ど
確
実
な
知
識
と
な
っ
た
こ
と
、
デ
ュ
ー
エ
ム
等
の
歴
史
に
記
載
が
あ
る
。
　し

か然　
し
な
が
ら
運
動
に
関

す
る
力
学
は
ア
ル
キ
メ
デ
ス
の
静
力
学
に
比
し
極
め
て
幼
稚
な
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
説
い
た
も
の
が
中
世
に
伝
わ
り
、
ガ
リ
レ
イ
以
後

未
だ
日
が
浅
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
運
動
を
自
然
的
と
強
制
的
と
の
二
種
に
別
ち
、
前
者
は
物
体
の
本
性
の
軽
重
に

従
い
或
は
上
昇
し
或
は
下
降
す
る
如
き
も
の
、
後
者
は
他
方
よ
り
強
制
し
た
運
動
、
抛
物
体
、
衝
撃
な
ど
の
運
動
を
云
う
と
し
、
又
天

体
は
上
空
エ
ー
テ
ル
の
中
で
一
様
な
円
運
動
を
な
す
と
し
、
之
を
完
全
運
動
と
名
け
た
。
ガ
リ
レ
イ
の
「
デ
ィ
ス
コ
ル
シ
」
の
中
に
も
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是
等
の
名
が
あ
る
が
、
こ
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
物
理
説
に
基
き
、
中
世
の
物
理
学
で
、
物
体
本
性
の
軽
重
に
基
く
力
と
い
う
よ
う
な

オ
ッ
カ
ル
ト
・
フ
ォ
ー
ス
を
導
い
た
の
を
、
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
、
ガ
リ
レ
イ
の
惰
性
律
で
は
、
物
体
は
そ
れ
自
身
を
動
か
す
力
を
有
し
な

い
こ
と
を
示
し
、
上
掲
の
運
動
の
分
類
の
多
く
の
意
味
の
な
い
こ
と
を
明
か
に
し
た
。
惰
性
と
云
う
こ
と
、
オ
ッ
カ
ル
ト
の
性
質
で
な

く
、
消
極
的
な
意
味
と
解
す
べ
く
、
物
体
が
単
に
受
働
的
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

デ
カ
ル
ト
の
プ
リ
ン
シ
ピ
ア
の
運
動
法
則
の
第
一
則
に
も
こ
の
惰
性
律
を
掲
げ
て
あ
る
。
デ
カ
ル
ト
は
、
物
質
の
本
性
は
広
が
り
だ

け
で
、
空
間
は
物
質
を
以
て
充
ち
、
其
相
互
の
衝
撃
に
よ
っ
て
運
動
が
起
さ
れ
る
と
し
た
。
運
動
を
伝
え
る
プ
リ
ン
シ
プ
ル
が
力
で
あ

り
、
そ
れ
は
起
さ
れ
た
運
動
の
量
に
依
っ
て
量
る
。
運
動
量
の
概
念
は
ガ
リ
レ
イ
も
用
い
た
。
之
を
速
度
と
質
量
と
の
積
と
云
う
べ
き

で
あ
る
が
、
当
時
ガ
リ
レ
イ
に
も
デ
カ
ル
ト
に
も
質
量
と
重
量
と
の
区
別
分
明
せ
ず
、
速
度
と
重
量
と
の
積
は
仮
速
度
の
原
則
に
力
の

平
衡
を
云
う
と
き
用
い
ら
れ
、
力
の
計
量
と
し
て
是
等
の
概
念
が
用
い
ら
れ
た
。
故
に
　い

わ
ゆ
る

所
謂　
デ
カ
ル
ト
派
の
力
の
計
量
と
云
う
は
デ
カ

ル
ト
に
始
ま
ら
ず
、
ガ
リ
レ
イ
も
用
い
、
中
世
の
力
学
に
も
萌
芽
が
あ
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
用
い
た
の
は
少
し
く
異
る
が
、
同
じ
系

統
を
追
い
、唯
だ
質
量
の
概
念
を
明
確
に
し
、運
動
量
は
力
を
量
ら
ず
、後
世
の
　い

わ
ゆ
る

所
謂　
イ
ン
パ
ル
ス
を
量
る
。
デ
カ
ル
ト
は
、物
質
は
他

の
衝
撃
に
依
り
て
初
め
て
運
動
を
生
ず
る
が
、
自
分
自
身
で
は
動
き
始
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
運
動
の
始
原

は
物
体
に
在
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
即
ち
凡
て
の
運
動
の
最
後
の
原
因
は
神
で
あ
り
、
神
は
常
に
同
じ
で
あ
る
べ
き
が
故
に
、
世
界
に

存
在
す
る
運
動
の
量
は
常
に
同
じ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
云
い
、
又
メ
ル
セ
ン
ヌ
に
与
え
た
手
紙
に
、
ガ
リ
レ
イ
は
か
よ
う
な
第
一

原
因
に
つ
い
て
尋
ね
ず
、
特
殊
の
原
因
結
果
の
み
を
求
め
て
い
る
か
ら
基
礎
の
な
い
空
中
楼
閣
を
造
っ
て
い
た
と
云
っ
て
い
る
が
、
又

力
即
運
動
量
の
保
存
を
衝
撃
の
例
に
実
証
を
求
め
、
そ
の
運
動
の
第
三
法
則
に
七
つ
の
場
合
を
挙
げ
て
あ
る
が
、
弾
性
体
非
弾
性
体
の

衝
撃
を
混
同
す
る
等
多
く
の
誤
謬
が
あ
っ
た
。
デ
カ
ル
ト
の
プ
リ
ン
シ
ピ
ア
の
出
版
は
一
六
四
四
年
で
あ
る
。

振
子
の
研
究
で
　ほ略　
ぼ
活
力
の
保
存
の
原
則
に
達
し
た
ホ
イ
ゲ
ン
ス
と
　パ巴　
　リ里　
で
会
談
し
た
後
、
力
学
に
興
味
を
持
っ
た
ラ
イ
ブ
ニ
ツ
は

一
六
八
六
年
にB

rev
is
d
em

on
stratis

erroris
m
em

orab
ilis

C
artesii

et
alioru

m
······

「
神
が
常
に
同
じ
運
動
の
量
を
保
存
す
る
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と
い
う
自
然
法
則
に
関
し
て
デ
カ
ル
ト
及
び
其
他
が
陥
っ
た
著
し
い
誤
謬
の
短
い
証
明
」
と
い
う
論
文
で
、
重
量
四
の
者
を
距
離
一
上

げ
る
力
は
重
量
一
の
者
を
距
離
四
上
げ
る
力
に
等
し
い
と
い
う
こ
と
を
、
永
久
運
動
否
定
を
前
提
と
し
て
容
る
し
、
力
の
保
存
を
云
い
、

然
る
に
ガ
リ
レ
イ
は
、
距
離
は
速
度
の
自
乗
に
比
例
す
と
せ
る
が
故
に
、
力
は
速
度
の
自
乗
に
比
例
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
論
じ
た
。

デ
カ
ル
ト
派
は
之
に
答
え
て
、
い
か
に
も
力
は
打
勝
っ
た
抵
抗
に
依
っ
て
量
る
で
あ
ろ
う
が
、
前
述
、
距
離
一
上
げ
る
と
、
距
離
四
上

げ
る
と
で
は
、
之
に
要
す
る
時
間
が
相
違
す
る
、
同
じ
時
間
で
打
勝
っ
た
抵
抗
で
力
を
量
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
　し

か然　
れ
ば
デ
カ
ル

ト
の
力
の
計
量
の
外
の
も
の
を
得
な
い
と
云
う
。
デ
カ
ル
ト
派
の
繰
返
し
ラ
イ
ブ
ニ
ツ
を
攻
撃
し
て
い
る
の
は
多
く
こ
の
点
で
あ
っ
た
。

カ
ン
ト
の
論
文
の
第
二
部
は
「
活
力
に
関
す
る
ラ
イ
ブ
ニ
ツ
派
の
諸
定
理
の
研
究
」
と
題
し
、
ラ
ィ
ブ
ニ
ツ
、
ヘ
ル
マ
ン
、
ベ
ル
ヌ

イ
、
マ
ル
キ
ー
ズ
、
ド
・
シ
ヤ
ト
レ
ー
、
ヲ
ル
フ
な
ど
の
議
論
を
掲
げ
て
、
数
学
的
議
論
か
ら
は
必
ず
デ
カ
ル
ト
派
の
計
量
に
従
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
論
じ
て
あ
る
。「
活
力
」
と
い
う
こ
と
、「
数
学
的
議
論
」
と
い
う
こ
と
は
後
に
述
べ
る
が
、
カ
ン
ト
の
非
難

も
主
と
し
て
ラ
イ
ブ
ニ
ツ
が
時
間
を
考
量
し
て
い
な
い
こ
と
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
ラ
イ
ブ
ニ
ツ
の
云
う
力
は
今
の
用
語
で
仕
事
で
あ

り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
、
力
で
も
イ
ン
プ
ル
ス
で
も
な
い
の
で
あ
る
か
ら
カ
ン
ト
の
非
難
は
正
当
で
あ
る
。
併
し
カ
ン
ト
の
論
述
に

は
か
な
り
に
誤
り
が
多
い
。
例
え
ば
一
一
三
節
の
附
加
にN

o
ch

ein
B
ew

eis
gogen

d
ie

leb
en
d
ige

K
räfte

と
云
う
題
で
、

「
働
か
れ
た
作
用
の
計
量
は
、
ば
ね
の
数
で
な
く
て
（
ば
ね
の
数
は
打
勝
っ
た
抵
抗
の
長
さ
に
あ
た
る
）
時
間
で
あ
る
と
い
う
こ

と
の
証
明
は
も
は
や
十
分
で
あ
る
が
、
　な尚　
お
一
つ
を
加
え
る
。
斜
め
に
抛
げ
た
物
体
は
パ
ラ
ボ
ラ
を
画
い
て
落
ち
る
。
之
と
同
じ

だ
け
の
高
さ
を
、
垂
直
に
落
し
た
物
体
が
経
過
し
た
の
と
比
較
す
れ
ば
、
落
下
の
終
り
に
於
て
前
者
は
後
者
よ
り
も
大
な
る
速
度

と
力
と
を
得
る
こ
と
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
曲
線
を
画
け
ば
落
下
の
終
り
ま
で
に
、
垂
直
に
落
下
し
た
も

の
よ
り
も
長
い
距
離
を
経
過
す
る
こ
と
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
距
離
長
け
れ
ば
短
き
直
線
の
よ
り
は
、
必
然
に
重
力
の
多
く
の
ば

ね
（
抵
抗
）
に
遇
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
と
な
れ
ば
圧
縮
し
に
く
い
物
質
が
凡
て
の
方
向
に
等
し
く
広
が
っ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
故
に
ラ
イ
ブ
ニ
ツ
の
計
量
に
従
え
ば
、
曲
線
を
経
過
し
た
も
の
が
、
垂
直
線
を
経
過
し
た
も
の
よ
り
も
、
同
じ
高
さ
、
同
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じ
垂
直
距
離
に
於
て
、
よ
り
多
く
の
力
と
速
度
と
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
　し

か然　
る
に
そ
れ
は
不
合
理
で
あ
る
。」

と
。
最
後
の
「
不
合
理
」
と
い
う
に
間
違
い
は
な
い
が
、
唯
だ
カ
ン
ト
が
重
力
場
に
於
け
る
物
体
の
運
動
並
に
ラ
イ
ブ
ニ
ツ
の
計
量
法

に
就
て
の
誤
解
に
基
い
た
弁
証
の
結
果
で
あ
っ
た
。

時
間
を
計
算
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
反
対
説
に
会
し
て
、
一
六
九
五
年
ラ
イ
ブ
ニ
ツ
はS

p
ecm

en
d
y
n
am

icu
m

の
論
文
で

初
め
て
、
死
力v

ires
m
ortu

se

と
活
力v

ires
v
ivae

の
区
別
を
導
き
、
仮
速
度
の
原
則
に
表
わ
れ
る
よ
う
な
平
衡
の
場
合
、
圧
力
の
場

合
な
ど
は
死
力
が
働
き
、
其
大
さ
は
速
度
に
比
例
し
、
運
動
の
場
合
に
は
、
速
度
の
自
乗
に
比
例
す
る
活
力
が
働
く
、
活
力
は
死
力
の

無
限
の
和
か
ら
成
る
と
し
た
。
是
等
は
皆
力
学
上
有
用
な
概
念
で
あ
る
が
、
又
非
弾
性
体
の
衝
撃
の
場
合
に
は
活
力
の
保
存
が
力
学
的

に
成
立
た
な
い
た
め
、
ラ
イ
ブ
ニ
ツ
は
其
差
を
物
体
内
分
子
の
振
動
に
帰
し
、
熱
の
力
学
説
の
如
き
を
も
論
ず
る
に
近
づ
い
た
が
、
デ

カ
ル
ト
派
の
人
は
之
も
敵
手
の
弱
点
と
し
た
。

ラ
イ
ブ
ニ
ツ
の
説
の
贅
成
者
に
は
ヨ
ハ
ン
・
ベ
ル
ヌ
イ
を
初
め
、
ヘ
ル
マ
ン
、
グ
ラ
ヴ
サ
ン
デ
、
ヲ
ル
フ
、
ミ
ュ
ッ
シ
ェ
ン
ブ
ロ
エ
ク

な
ど
、
反
対
者
に
は
パ
パ
ン
、
メ
イ
ラ
ン
、
ク
ラ
ー
ク
、
マ
ク
ロ
ー
リ
ン
な
ど
有
名
な
人
々
で
、
こ
の
論
争
は
一
七
二
四
年
　パ巴　
　リ里　
科
学

学
士
院
で
衝
撃
に
関
す
る
懸
賞
問
題
が
出
で
、
従
来
の
デ
カ
ル
ト
以
外
ラ
イ
ブ
ニ
ツ
の
方
法
が
問
題
と
な
つ
て
以
来
特
に
栄
え
、
当
時

に
著
名
で
あ
っ
た
婦
人
、
マ
ル
キ
ー
ズ
・
ド
・
シ
ャ
ト
レ
ー
は
初
め
カ
ル
テ
派
で
後
に
ラ
イ
ブ
ニ
ツ
派
と
な
り
、
其
居
城
は
ラ
イ
ブ
ニ

チ
ヤ
ン
の
一
中
心
と
な
り
、
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
は
こ
の
問
題
に
は
カ
ル
テ
派
で
終
始
し
た
等
の
話
も
伝
え
ら
る
。
以
上
の
諸
家
の
論
文
は

主
に
ぺ
ー
テ
ル
ス
ブ
ル
グ
や
パ
リ
の
学
士
院
の
刊
行
物
の
中
な
ど
で
発
表
さ
れ
た
。
著
し
い
人
の
は
全
集
等
、
又P

h
ilos.

B
ib
lioth

ek

な
ど
の
中
に
在
る
が
、
又
カ
ン
ト
の
こ
の
論
文
の
中
に
も
多
く
が
採
録
し
て
あ
る
。
歴
史
と
し
て
はM

on
tu
cla

の
数
学
史
第
三
巻
（
ラ

ラ
ン
ド
増
補
、
一
八
○
二
年
版
）
の
中
に
詳
し
い
記
載
が
あ
る
。

前
に
も
記
し
た
　オ

ラ
ン
ダ

和
蘭　
の
フ
ァ
ン
・
ミ
ュ
ッ
シ
ェ
ン
ブ
ロ
エ
ク
の
物
理
学
の
書
物
は
早
く
日
本
に
渡
来
し
、
天
保
年
間
豊
後
の
儒
者
帆

足
万
里
の
著
わ
し
た
「
窮
理
通
」
の
主
な
参
考
書
と
な
っ
た
。
其
の
第
四
巻
、
引
力
上
第
五
の
中
に
、
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「
至
利
武
泥
杜
私
、
以
英
敏
之
資
精
思
、
立
死
活
二
力
、
死
力
即
圧
力
下
行
、
由
其
物
重
量
及
下
行
時
刻
合
成
、
活
力
即
空
中
下

行
、
由
其
物
重
量
及
下
行
時
刻
冪
合
成
、
是
雖
創
新
、
亦
不
免
憒
々
也
。」

と
あ
る
。
利
武
泥
杜
私
は
リ
ブ
ニ
ト
ス
即
ち
ラ
イ
ブ
ニ
ツ
、
此
文
の
少
し
く
前
に
、
其
物
重
量
及
其
行
速
力
相
乗
云
々
、
デ
カ
ル
ト
の

計
量
法
を
記
し
、
落
下
体
に
於
て
実
験
と
合
わ
ざ
る
こ
と
を
以
て
、
上
記
の
死
活
二
力
の
別
を
導
く
　ゆ

え
ん
所
以　
と
し
、
　し

か然　
も
之
を
価
　か

い
か
い

憒
　々
と

し
て
、
波
意
玄
斯
の
名
で
落
下
行
程
と
時
間
と
の
普
通
に
知
ら
る
る
　い

わ
ゆ
る

所
謂　
圭
垜
の
形
が
記
載
し
て
あ
る
。
万
里
が
力
の
計
量
論
に
就
て

　や
や稍　
解
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

学
派
の
別
は
殆
ど
国
の
別
と
な
り
、
当
時
英
及
び
仏
（
シ
ャ
ト
レ
ー
夫
人
等
を
除
い
た
）
は
デ
カ
ル
ト
派
、
独
、
蘭
、
瑞
は
ラ
イ
ブ

ニ
ツ
派
、
特
に
英
と
独
と
各
フ
ァ
ナ
テ
ィ
シ
ュ
と
云
わ
れ
て
い
た
と
き
に
、
カ
ン
ト
は
恐
る
る
所
な
く
ラ
イ
ブ
ニ
ツ
を
批
判
し
た
。
同

時
に
ラ
イ
ブ
ニ
ツ
の
説
の
用
い
ら
る
る
範
囲
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
調
和
説
と
し
て
い
る
。
即
ち
論
文
第
三
部
は
「
自
然
の
真
の
力
の

計
量
と
し
て
の
活
力
の
新
し
い
算
定
」
と
題
す
る
。

　し
か然　

し
な
が
ら
こ
の
第
三
部
に
於
て
カ
ン
ト
は
　い

よ
い
よ

愈
　々
形
而
上
学
の
迷
路
に
入
り
、
力
学
に
於
て
用
を
見
出
し
難
き
理
論
を
述
べ
た
。
一

二
四
節
に
「
力
の
新
し
い
計
量
」
と
題
し
て
、

「
物
体
が
自
由
な
運
動
に
於
て
、
無
限
に
ま
で
、
又
減
速
さ
れ
ず
に
其
速
度
を
保
ち
得
る
と
き
は
、
活
力
、
即
ち
速
度
の
自
乗
で

量
ら
る
る
力
を
有
す
る
」

と
い
う
。
運
動
に
フ
ラ
イ
エ
と
ウ
ン
フ
ラ
イ
エ
と
を
別
ち
、
自
由
で
な
い
運
動
と
は
力
の
作
用
が
止
め
ば
同
時
に
運
動
が
止
む
よ
う
な

も
の
を
云
い
、
そ
れ
は
死
力
に
依
り
て
起
さ
れ
る
と
い
う
。
又
上
記
の
自
由
運
動
の
條
件
と
し
て
、

「
一
、
物
体
が
抵
抗
の
な
い
空
間
で
其
運
動
を
一
様
に
、
自
由
に
且
つ
不
断
に
保
つ
に
はin

sich

に
根
拠
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

二
、
此
力
（
活
力
）
は
之
を
運
動
せ
し
め
よ
う
と
す
る
外
部
の
原
因
か
ら
起
っ
た
の
で
は
な
い
、
外
の
刺
激
に
依
っ
て
物
体
自
身
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の
内
部
の
自
然
力
か
ら
生
じ
た
の
で
あ
る
。

三
、
此
力
は
物
体
に
於
て
有
限
の
時
間
に
於
て
生
じ
た
」

と
い
う
。
一
と
二
と
は
先
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
活
力
を
一
の
オ
ッ
カ
ル
ト
・
フ
ォ
ー
ス
と
見
た
よ
う
な
解
釈
で
あ
り
、
白
由
運
動
は

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
自
然
運
動
の
如
く
、
又
後
年
彼
れ
の
倫
理
説
に
い
う
「
自
由
」
を
　ほ

う
ふ
つ

髣
髴　
せ
し
め
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
三
に
い
う

時
間
の
無
限
小
な
る
と
き
死
力
を
得
る
。
カ
ン
ト
は
又
連
続
性
の
前
提
か
ら
死
力
と
活
力
と
の
中
間
、
即
ち
未
だ
十
分
に
活
力
化
し
な

い
中
間
の
存
在
を
仮
定
し
た
。
銃
丸
を
標
的
か
ら
数
歩
離
れ
た
所
か
ら
射
撃
し
た
の
と
、
数
寸
離
れ
て
射
撃
し
た
の
と
で
は
、
前
者
の

方
が
よ
り
多
く
標
的
を
貫
通
す
る
と
云
い
（
一
三
〇
節
）、
即
ち
十
分
に
動
体
の
力
を
活
力
化
す
る
ま
で
に
若
干
の
空
間
、
若
干
の
時

間
を
要
す
る
と
し
、
之
を
以
て
力
のV

iv
ifi
cation

な
る
彼
れ
の
新
説
の
証
と
し
て
い
る
。
弾
着
数
寸
で
は
こ
の
活
力
化
に
十
分
で
な

い
、
　し

か併　
し
距
離
長
き
に
過
ぐ
れ
ば
そ
れ
は
衰
う
る
と
い
う
。
活
力
の
内
在
と
い
う
こ
と
に
囚
わ
れ
観
察
を
も
過
ま
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

デ
カ
ル
ト
は
、
物
質
に
は
空
間
的
ひ
ろ
が
り
だ
け
が
あ
る
と
し
、
ラ
イ
ブ
ニ
ツ
は
物
質
と
力
と
を
不
可
離
と
す
る
。
前
者
は
数
学
的

抽
象
的
、
後
者
は
力
学
的
現
象
的
で
あ
る
。
カ
ン
ト
が
両
者
を
調
和
し
た
と
す
る
は
、
論
文
の
第
二
部
に
、
数
学
的
物
体
に
は
デ
カ
ル

ト
の
計
量
法
の
み
が
通
用
し
、
之
は
必
然
に
確
実
で
あ
る
と
し
、
第
三
部
に
於
て
、
　し

か然　
し
な
が
ら
自
然
の
物
体
に
は
既
記
の
條
件
の
下

に
ラ
イ
ブ
ニ
ツ
の
計
量
が
相
当
す
と
し
、
之
を
経
験
的
偶
然
的
と
し
た
。
数
学
的
物
体
と
は
広
が
り
だ
け
で
活
力
の
宿
ら
な
い
物
体
の

意
で
あ
る
。
　し

か然　
し
な
が
ら
等
し
く
物
体
で
、
等
し
く
経
験
的
な
力
学
的
事
実
を
一
に
必
然
的
と
し
、
他
に
偶
然
的
と
す
る
は
解
し
難
い

が
、こ
の
幾
年
か
後
に
　ベ

ル
リ
ン

伯
林　
の
学
士
院
で「
力
学
の
原
則
は
必
然
的
真
理
か
偶
然
的
真
理
か
」と
い
う
問
題
が
出
さ
れ
た
。
ダ
ラ
ン
ベ
ー

ル
は
既
記
其
力
学
書
の
第
二
版
の
中
に
、
此
問
題
に
意
味
を
あ
ら
し
め
よ
う
と
な
ら
ば
、
物
質
を
そ
れ
自
身
に
放
置
し
た
と
き
の
其
釣

合
及
び
運
動
の
法
則
が
自
然
に
於
て
吾
人
が
観
察
す
る
も
の
と
同
じ
き
か
否
か
を
問
う
こ
と
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
云
っ
て
あ
る
。

異
れ
ば
放
置
し
た
も
の
に
神
の
自
由
が
あ
る
云
々
、
惰
性
法
則
等
の
必
然
性
を
云
っ
て
い
る
。
カ
ン
ト
が
批
評
期
に
入
っ
て
の
著
、「
自

然
科
学
の
形
而
上
学
的
原
理
」(

一
七
八
六
年)

は
、
力
学
を
自
然
科
学
の
根
拠
と
し
て
、
力
学
の
中
か
ら
偶
然
で
な
い
必
然
な
ア
プ
リ
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オ
リ
の
部
分
を
抽
出
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
此
間
に
カ
ン
ト
の
思
想
に
大
な
る
発
展
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
企
図
に
於
て
は

前
記
彼
れ
の
最
初
の
論
文
の
完
成
と
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
　し

か然　
し
な
が
ら
経
験
に
独
立
な
部
分
と
し
て
、
四
個
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
別

け
て
、
引
力
と
か
斥
力
と
か
を
ア
プ
リ
オ
リ
の
概
念
と
す
る
こ
と
、
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
の
論
な
ど
と
共
に
今
日
に
於
て
は
疑
問
と
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
八
六
年
の
既
記
カ
ン
ト
の
著
は
当
時
の
科
学
に
就
て
カ
ン
ト
が
試
み
た
ア
キ
シ
オ
マ
テ
ィ
ー
ク
と
解
す
る
外
な
い
で

あ
ろ
う
。

運
動
量
を
以
て
力
、実
は
イ
ン
プ
ル
ス
の
計
量
と
す
る
デ
カ
ル
ト
、ニ
ュ
ー
ト
ン
の
方
法
は
機
械
論
的
、又
は
現
象
の
原
因
結
果
の
関

係
を
の
み
見
出
そ
う
と
す
る
科
学
的
方
法
で
、
原
子
論
者
の
用
い
る
方
法
で
あ
る
。
ラ
イ
ブ
ニ
ツ
の
活
力
の
保
存
を
い
う
如
き
は
、
ア

リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
最
終
原
理
の
よ
う
な
、
目
的
論
的
で
形
而
上
学
的
に
解
さ
れ
る
。
活
力
と
云
い
モ
ナ
ッ
ド
と
い
う
を
ニ
ュ
ー
ト
ン
や

ク
ラ
ー
ク
は
中
世
の
ズ
ブ
ス
タ
ン
ツ
観
念
の
復
活
、
非
科
学
的
と
し
た
が
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
い
う
引
力
を
ラ
イ
ブ
ニ
ツ
は
暗
黒
な
オ
ッ

カ
ル
テ
ィ
ズ
ム
に
比
し
た
。
デ
カ
ル
ト
の
旋
渦
説
は
よ
り
機
械
的
で
あ
る
が
、
仮
説
的
で
あ
る
こ
と
で
ニ
ュ
ー
ト
ン
は
反
対
し
た
。

　し
か然　

し
な
が
ら
活
力
の
保
存
を
目
的
論
的
と
い
う
こ
と
も
、之
を
力
学
の
原
理
と
す
れ
ば
、単
に
現
象
の
外
的
関
係
、経
験
的
な
部
分
を

表
わ
し
た
の
に
止
ま
り
、
内
在
的
な
何
者
も
な
い
。
　か

え
っ却　て
機
械
論
的
因
果
論
的
と
い
う
も
の
の
、
第
一
原
因
な
ど
云
う
に
至
っ
て
　い

わ
ゆ
る

所
謂　

形
而
上
学
に
入
る
を
免
れ
な
い
。
ヒ
ュ
ー
ム
が
既
に
之
を
明
か
に
し
て
、
運
動
力
、
運
動
の
原
因
な
ど
云
う
と
き
、
現
象
以
外
の
意
味
、

偶
然
や
蓋
然
性
の
外
の
必
然
性
を
取
去
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
引
力
も
運
動
の
原
因
を
表
わ
さ
ず
、
運
動
の
相
関
を
表

わ
し
た
も
の
と
す
べ
く
、
デ
カ
ル
ト
の
旋
渦
と
何
れ
が
よ
り
機
械
的
な
る
か
と
云
う
よ
り
は
、
唯
だ
現
象
を
論
理
的
に
数
学
的
に
概
括

す
る
上
に
何
れ
に
優
劣
が
あ
る
か
が
問
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
カ
ン
ト
が
彼
れ
の
二
十
余
歳
の
と
き
の
こ
の
論
文
で
、
デ
カ
ル
ト
と
ラ
イ
ブ
ニ
ツ
と
の
力
の
計
量
の
矛
盾
を

調
和
し
よ
う
と
し
た
試
み
は
成
功
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
計
量
の
相
違
は
概
念
の
相
違
に
基
き
、
　し然　
か
も
　そ

れ夫　
等
の
概
念
は
同
一
種
類

の
経
験
の
概
括
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
、
両
者
の
異
る
は
概
括
の
着
眼
点
を
異
に
し
て
い
る
た
め
で
あ
り
、
自
ら
な
る
調
和
は
之
等
を
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ひ
き
く
る
め
た
経
験
科
学
、
力
学
の
系
統
で
可
能
で
あ
る
こ
と
既
述
の
如
く
で
あ
る
。
　し

か然　
る
に
カ
ン
ト
は
、
一
を
数
学
的
必
然
確
実
と

し
、
他
を
形
而
上
学
的
と
し
て
、
共
に
経
験
に
独
立
な
る
が
如
く
に
し
て
　し然　
か
も
之
等
を
経
験
で
立
証
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
こ
に
混
雑
も
あ
り
独
断
も
あ
っ
た
。
後
の
カ
ン
ト
の
口
吻
を
　か籍　
り
て
云
え
ば
、
経
験
に
確
実
性
を
求
め
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
経
験

と
は
何
で
あ
る
か
を
、
又
独
断
的
形
而
上
学
は
科
学
に
い
か
ん
の
用
あ
る
か
を
、
見
極
め
て
か
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
　し

か然　
し
な
が
ら
カ
ン
ト
が
、
こ
の
青
年
時
の
論
文
に
於
て
も
既
に
早
く
研
究
の
メ
ト
ー
デ
と
い
う
こ
と
に
多
く
の
注
意
を
払
っ
て
い

た
こ
と
も
論
文
の
随
所
に
認
め
ら
れ
る
。
繰
返
し
と
も
な
る
が
例
え
ば
五
〇
節
に
、

「
抽
象
的
な
親
察
で
で
も
、
物
体
の
力
の
本
質
に
於
て
で
も
、
之
を
数
学
的
に
考
え
れ
ば
到
底
、
ラ
イ
ブ
ニ
ツ
の
計
量
は
容
さ
れ
な

い
。
　し

か然　
し
な
が
ら
其
故
で
活
力
を
全
然
抛
棄
す
べ
き
で
も
な
い
。
こ
の
論
文
の
第
三
部
に
於
て
、
自
然
に
は
実
際
に
、
速
度
の
自

乗
で
量
ら
れ
る
よ
う
な
力
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
を
示
す
で
あ
ろ
う
。
唯
だ
こ
こ
に
條
件
が
あ
る
。
従
来
人
々
が
試
み
た
よ
う
な
方

法
で
は
決
し
て
之
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。
こ
の
観
察
法
（
即
ち
数
学
的
）
で
は
そ
れ
は
永
久
に
吾
人
に
匿
さ
れ
て
い

る
で
あ
ろ
う
こ
と
。
並
に
或
る
形
而
上
学
的
研
究
、
又
は
経
験
の
或
る
特
種
な
種
類
を
外
に
し
て
は
何
も
の
で
も
之
を
吾
人
に
知

ら
し
め
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
吾
人
が
こ
こ
に
争
う
の
は
本
来
、事
柄（
ザ
ッ
へ
）自
身
に
つ
い
て
で
は
な
い
、　か

え
っ却　てm

o
d
u
s

cogn
oscen

d
i

に
就
て
で
あ
る
。」

と
い
う
。
こ
れ
ら
の
文
字
に
見
る
も
、
亦
実
に
ザ
ッ
ヘ
は
と
に
か
く
、
カ
ン
ト
に
常
に
か
よ
う
の
用
意
が
あ
っ
た
た
め
、
遂
に
後
年
彼

自
身
のm

o
d
u
s
cogn

oscen
d
i

に
大
廻
転
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

（
大
正
十
三
年
四
月
、
思
想
、
カ
ン
ト
記
念
号
）
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•
桑
木
彧
雄
著
『
科
学
史
考
』（
河
出
書
房
、
昭
和
一
九
年
）
所
収
。

•
P
D
F

化
す
る
に
あ
た
り
、
旧
漢
字
は
新
漢
字
に
、
旧
仮
名
遣
い
は
新
仮
名
遣
い
に
改
め
た
。

•

読
み
や
す
さ
の
た
め
に
、
適
宜
振
り
仮
名
を
つ
け
た
。

•
P
D
F

化
に
はL AT

E
X
2ε

で
タ
イ
プ
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、d

v
ip
d
fm

x

を
使
用
し
た
。

科
学
の
古
典
文
献
の
電
子
図
書
館
「
科
学
図
書
館
」

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
a
m
.
h
i
-
h
o
.
n
e
.
j
p
/
m
u
n
e
h
i
r
o
/
s
c
i
e
n
c
e
l
i
b
.
h
t
m
l

「
科
学
図
書
館
」
に
新
し
く
収
録
し
た
文
献
の
案
内
、
そ
の
他
「
科
学
図
書
館
」
に
関
す
る
意
見
な
ど
は
、

「
科
学
図
書
館
掲
示
板
」

h
t
t
p
:
/
/
6
3
2
5
.
t
e
a
c
u
p
.
c
o
m
/
m
u
n
e
h
i
r
o
u
m
e
d
a
/
b
b
s

を
御
覧
い
た
だ
く
か
、
書
き
込
み
く
だ
さ
い
。

http://www.cam.hi-ho.ne.jp/munehiro/sciencelib.html
http://6325.teacup.com/munehiroumeda/bbs

